
『スマートレベリング工法』 

 

■一般的な施工法(人力作業) 

   人力での攪拌        バケツでの人力運搬      バケツでの流し込み 

 

 

    

 

 

■スマートレベリング工法（機械化） 

 固定機械での攪拌        クレーンで吊上げ      ホースでの流し込み 

 

 

 

 

 

 

当社独自で考案した「スマートレベリング工法」を行うことにより、攪拌・運搬時の 

重労働の軽減、施工速度の向上、作業効率の向上、連続で継目のない流し込みにより、

レベル精度の高い施工が行えます。 

 攪拌・練り混ぜ：練り混ぜ用タンク上部に、撹拌機を固定設置。 

 運搬     ：クレーン車等でタンク本体を、流し込み用 

ホースを接続し吊り上げる。 

   流し込み   ：ホース先端のバルブ流出量を調整しながら、 

連続の流し込み。 

 

   一般的な施工方法に比べ、人力作業を大幅に削減することにより、 

レベラー施工の全ての工程において、作業環境改善・作業効率向上・施工速度向上に 

より、生産性の向上が可能です。 

 


